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胃年の主張
原稿締切10月22日

今
年
の
課
題

qD
青
春
、
こ
こ
に
打
ち
込
む

　
仕
事
、
研
究
、
ス
ポ
ー
ツ
、
冒
険
、

ア
ル
バ
イ
ト
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

な
ど
、
い
ま
、
あ
な
た
が
打
ち
込
ん

で
い
る
も
の
、
青
春
を
生
き
て
い
る

と
感
じ
る
も
の
は
何
で
す
か
。

ω
わ
た
し
の
生
き
方
を
変
え
た
も
の

　
あ
る
人
物
、
あ
る
事
件
、
あ
る
書

物
と
の
出
会
い
。
あ
な
た
を
挫
折
、

失
敗
か
ら
立
直
ら
せ
た
も
の
。

　
友
情
、
な
か
ま
同
志
の
連
帯
、
師

の
恩
、
家
族
の
愛
情
な
ど
。
あ
な
た

は
そ
こ
か
ら
何
を
得
ま
し
た
か
。

㈹
い
ま
、
日
本
を
考
え
る

　
い
ま
の
日
本
を
あ
な
た
は
ど
う
思

い
ま
す
か
。
何
を
変
え
た
ら
よ
い
と

思
い
ま
す
か
。

　
ひ
と
り
の
日
本
人
と
し
て
、
外
国

の
人
々
に
主
張
し
た
い
こ
と
は
何
で

す
か
。

　
世
界
に
対
し
て
こ
れ
か
ら
の
日
本

は
何
を
な
す
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

第29回

NHK
新潟県大会

　
青
年
の
皆
さ
ん
が
何
を
感
じ
、
何

を
考
え
て
い
る
の
か
を
一
般
の
人
々

に
強
く
訴
え
る
と
と
も
に
、
若
い
世

代
の
清
新
に
し
て
、
か
つ
建
設
的
な

意
見
を
交
換
す
る
こ
と
を
目
的
に
し

て
い
ま
す
。

▽
新
潟
県
大
会

　
n
月
2
1
日
⑲
　
午
後
一
時
開
演

　
N
H
K
新
潟
放
送
局
第
一
ス
タ
ジ
オ

▽
放
送
日

　
n
月
2
8
日
印

　
ラ
ジ
オ
第
一
　
午
前
十
一
時
よ
り

　
　
　
　
　
十
一
時
五
十
五
分
ま
で

▽
参
加
資
格

　
新
潟
県
に
お
住
ま
い
の
昭
和
三
十

二
年
一
月
十
六
日
か
ら
昭
和
四
十
二

年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
。

▽
原
稿
締
切

　
十
月
二
十
二
日
樹

　
当
日
消
印
有
効

▽
賞
　
原
稿
審
査
に
合
格
さ
れ
た
方
は
県

大
会
に
出
場
。

　
県
大
会
の
最
優
秀
、
優
秀
の
か
た

に
は
賞
状
、
賞
品
を
贈
呈
。

　
最
優
秀
の
方
は
、
東
京
で
行
な
い

ま
す
関
東
甲
信
越
大
会
へ
出
場
。

　
な
お
、
全
国
大
会
出
場
者
の
う
ち
、

世
界
青
少
年
交
流
協
会
が
心
身
と
も

に
健
康
で
海
外
で
の
長
期
の
集
団
行

動
に
支
障
が
な
い
と
認
め
た
か
た
は
、

来
年
夏
、
同
協
会
が
お
こ
な
う
約
三

週
間
の
海
外
派
遣
行
事
に
参
加
し
て

い
た
だ
く
予
定
で
す
。

▽
送
り
先
、
間
い
合
わ
せ

50

新
潟
市
弁
天
一
1
四
－
一
五

　
〒
N
H
K
新
潟
放
送
局

　
「
青
年
の
主
張
」
係

　
費
〇
二
五
一
下
四
七
⊥
三
コ

▽
応
募
は
一
人
一
題
で
す

　
原
稿
に
は
応
募
票
を
添
え
て
く
だ

さ
い
（
応
募
用
紙
は
役
場
に
も
有
り

ま
す
。
）

　
課
題
一
つ
を
選
び
五
分
以
内
で
発

表
が
終
わ
る
よ
う
ま
と
め
て
く
だ
さ

い
。
　
（
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
四

枚
以
内
）

　人権侵害・土地・建物・相

続、損害賠償、その他の法律

問題でお困りの方の相談に応

じます。

　秘密は絶対に守られますか

ら、気軽においでください。

』　　10月12日午前10時から
　　　　　　午後3時まで

㎏　　自然休養村センター
　
会
局

　
議
支

　
協
越

　
員
上

　
委
局
町

　
護
務

　
擁
法
山

　
権
方

　
人
地
之

墜　越
潟

　
上
新
松

　この相談は、国・県・町な

どが行う仕事で、目常生活で

困っている人のために開かれ

るものです。

　あなたが持っている行政へ

の苦情や要望を聞き、解決を

図ってくれるのが行政相談員

です。

あなたも利用してみませんか。

◎10月21臼（木）

　　午後1時から4時

　　老人憩いの家

◎10月22日（劃

　　午後1時から4時

　　浦田克雪センター

戸
籍
の
明
暗
九
月

□
う
ぶ
声

高
橋
正
作
（
天
水
島
・
隆
一
の
長
男
）

小
野
塚
悠
也
（
上
蝦
池
・
耕
三
の
長
男
）

■
お
く
や
み

福
原
カ
オ
イ
　
⑬
（
天
水
越
・
桶
屋
）

竹
内
　
繁
　
　
働
（
湯
之
島
・
臼
屋
）

高
橋
喜
助
　
　
倒
（
天
水
島
・
久
善
）

　
第
一
回
町
長
杯
争
奪

　
　
テ
ニ
ス
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　
大
厳
寺
高
原
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
オ
ー

プ
ン
記
念
行
事
の
町
長
杯
争
奪
テ
ニ

ス
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
、
十
一
月
三
日

大
厳
寺
高
原
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

　
町
テ
ニ
ス
協
会
と
松
之
山
町
の
主

催
で
、
種
目
は
男
子
ダ
ブ
ル
ス
と
混

合
ダ
ブ
ル
ス
で
す
。
参
加
希
望
者
は

十
月
二
十
日
ま
で
に
町
公
民
館
へ
申

し
込
み
下
さ
い
。
参
加
料
は
二
千
五

百
円
。
雨
天
の
場
合
は
来
年
の
春
。

　　　～東北電力～

10月20日（水）

午前8時から午後1時まで

新山・水梨・小谷

　　　　No．81

1982皿／5
嫌
　　一鰍繍聯輯、．評
　　　「■」－

秋の全国火災予防運動一11月26日一12月2日

懸癖　織1簾蝉1鷺：：糠　

女2，503人　□発行　新潟県　松之山町　□編集　護会事務局男2，366人11月1日　人口4，869人
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ふる里をみなおそう

第1回松之山町農業祭
　　　ポカポカ陽気に恵まれ1，500人楽しむ

「
み
な
お
そ
う
・
ふ
る
さ
と
を
」
を

テ
ー
マ
に
第
一
回
松
之
山
町
農
業
祭

が
十
月
三
十
一
日
秋
晴
れ
の
も
と
自

然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
で
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

　
日
中
の
気
温
が
二
十
度
を
越
す
雲

↓
つ
な
い
絶
好
の
天
気
に
恵
ま
れ
予

想
以
上
の
人
出
で
、
無
料
提
供
の
手

打
そ
ば
二
百
人
分
、
も
ち
五
百
人
分
、

お
に
ぎ
り
五
百
人
分
の
試
食
券
は
一

時
間
余
り
で
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
セ
ン
タ
i
前
の
お
祭
広
場
で
は
、

牛
肉
、
野
菜
の
即
売
や
錦
鯉
の
品
評

会
、
農
機
具
展
示
。
お
楽
し
み
コ
ー

ナ
ー
で
は
ポ
ン
菓
子
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
、
も
ち
つ
き
大
会
、
鏡
わ
り
（
樽

酒
）
な
ど
が
行
な
り
れ
。
セ
ン
タ
i

二
階
で
は
、
わ
が
家
の
じ
ま
ん
料
理

六
十
七
点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
体
育
館
で
は
、
地
元
の
人
達
の
芸

能
祭
（
能
楽
・
舞
踊
・
詩
吟
・
民
謡
・

吹
奏
楽
団
、
コ
ー
ラ
ス
な
ど
）
が
行

な
わ
れ
、
秋
の
取
り
入
れ
も
終
り
、

出
稼
ぎ
前
の
『
日
を
家
族
連
れ
な
ど

約
千
五
百
人
の
人
達
が
祭
り
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　
な
お
、
特
別
町
民
（
特
定
分
収
林

の
出
資
者
）
十
七
家
族
三
十
六
人
が

招
待
さ
れ
、
こ
の
祭
を
記
念
し
て
で

き
た
歌
「
こ
こ
は
、
ふ
る
さ
と
」
で

歓
迎
し
午
前
中
農
業
祭
を
楽
し
み
な

が
ら
親
睦
を
深
め
、
午
後
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
ニ
台
で
出
資
し
た
中
原
地
内
の

分
収
林
を
視
察
し
て
帰
り
ま
し
た
。

▲わが家のじまん料理展示会

3P”””llIIl”””ll川lll”1””“1””1””Il”””1””llIII”llll川Illl””lllMIIll“III””””ll”Illm”II“”1”i”IIIll”Ill””Illll“””IIIII”1広報まつのやまNoD8

松之山へようこそ

ふるさと」で

　特別町民を歓迎

　　　　　　　　　　　　　　　　　は．　　　　　　　　　　　　　　　こ　　　　　　　　　　　　　二　　　　　　　　曲、　　　　　　新　　　　の　　念記「

難

▲青空の下町長もとび入りでもちつき大会

▼地元の芸能に声援を送る会場いっぱいの家族連れ
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新しい制度でスタート

月から老人保健法58年2

い
ま
ま
で
無
料
で
あ
つ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
医
療
費
が
有
料
と
な
り
ま
す

　
老
人
保
健
法
が
成
立
し
、
来
年
の

二
月
か
ら
七
十
歳
以
上
（
寝
た
き
り

の
場
合
は
六
十
五
歳
以
上
）
の
お
と

し
よ
り
の
医
療
は
す
べ
て
新
し
い
制

度
の
下
に
運
営
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

　
現
在
の
被
保
険
者
・
扶
養
者
の

　
　
　
　
　
資
格
は
変
り
ま
せ
ん

　
老
人
保
健
制
度
か
ら
は
療
養
の
給

付
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
他
の
点

で
は
従
来
の
医
療
保
険
が
適
用
さ
れ

ま
す
。

　
現
在
の
被
保
険
者
、
被
扶
養
者
の

資
格
に
変
り
な
く
、
傷
病
手
当
金
や

葬
祭
費
等
の
現
金
給
付
は
医
療
保
険

か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

す老人の医療はこうなりま

ま
し
た
。

　
い
ま
ま
で
、
お
と
し
よ
り
は
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
、
国
民
健
康
保

険
制
度
の
下
に
医
療
を
う
け
て
い
た

わ
け
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
国
民
健

　
し
た
が
っ
て
保
険
料
も
従
来
通
り

納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
新
し
く
交
付
の

　
　
健
康
手
帳
で
受
診

　
こ
れ
ま
で
は
医
療
保
険
の
被
保
険

者
証
と
老
人
医
療
費
受
給
者
証
と
を

あ
わ
せ
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
、

新
し
く
交
付
さ
れ
る
健
康
手
帳
を
提

示
し
て
受
診
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

康
保
険
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
老
人
保

健
法
に
よ
っ
て
医
療
を
う
け
る
こ
と

に
な
る
わ
け
で
す
。

　
新
し
い
制
度
で
は
、
い
ま
ま
で
無

料
で
あ
っ
た
医
療
費
が
、
有
料
と
な

　
老
人
保
健
法
と
は

　
今
度
成
立
し
た
老
人
保
険
法
の
狙

い
と
主
な
内
容
は
次
の
よ
う
な
も
の

で
す
。

ω
　
お
と
し
よ
り
の
医
療
費
が
肥
大

　
化
を
つ
づ
け
、
お
と
し
よ
り
を
多

　
く
抱
え
る
国
保
が
深
刻
な
財
政
難

　
に
陥
っ
て
い
る
。

ω
　
お
と
し
よ
り
の
医
療
を
国
保
か

　
ら
切
り
離
し
て
別
建
て
に
し
、
医

　
療
に
つ
い
て
は
す
べ
て
老
人
保
健

り
ま
す
。

外
来
診
療
の
場
合

　
一
カ
月
　
四
〇
〇
円

入
院
の
場
合

　
一
日
　
三
〇
〇
円
（
ニ
カ
月
間
）

　
法
の
適
用
を
う
け
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
ま
た
、
お
と
し
よ
り
の
医
療
に

　
つ
い
て
、
健
康
保
険
組
合
な
ど
、

　
他
の
保
険
制
度
か
ら
、
一
定
割
合

　
の
拠
出
金
を
分
担
さ
せ
る
。

⑥
　
お
と
し
よ
り
の
医
療
費
無
料
制

　
度
を
廃
止
し
、
受
診
の
際
、
一
部

　
負
担
金
を
徴
収
す
る
。

㈲
　
四
十
歳
以
上
の
者
に
対
し
保
健

　
事
業
を
行
な
っ
て
、
若
い
と
き
か

　
ら
の
成
人
病
予
防
を
は
か
る
。
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出
稼
ぎ
で
社
会
保
険
に

　
　
加
入
し
た
ら
届
出
を
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
国
民
健
康

保
険

　
世
帯
主
は
、
自
分
の
世
帯
に
属
す
　
　
て
き
た
時
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
時
、

る
被
保
険
者
の
資
格
に
異
動
の
あ
っ
　
　
死
亡
し
た
時
）
は
、
必
ず
十
四
日
以

た
時
（
他
の
健
康
保
険
に
入
っ
た
時
、
　
内
に
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

や
め
た
時
、
転
出
し
た
時
、
転
入
し
　
　
ん
。

　
　
　
　
社
会
保
険
に
加
入
し
た
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
証
明
書
を
送
っ
て
く
だ
さ
い

　
出
稼
ぎ
で
社
会
保
険
に
加
入
す
る

人
は
、
出
か
け
る
前
に
役
場
か
ら
証

明
書
の
用
紙
を
も
ら
い
、
出
稼
先
の

会
社
か
ら
、
社
会
保
険
加
入
の
証
明

を
受
け
役
場
の
国
保
係
へ
送
っ
て
く

　
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
は
、

必
ず
保
険
証
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
保
険
証
な
し
で
診
療
を
受
け
る
と
、

医
療
費
は
全
額
自
分
で
負
担
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
保
険
証
は
、
被
保
険
者
で
あ
る
と

い
う
証
明
書
で
あ
り
、
同
時
に
、
お

医
者
さ
ん
の
診
療
を
受
け
る
と
き
の

受
診
券
の
役
目
を
果
た
す
も
の
で
す
。

大
切
に
と
り
扱
い
ま
し
ょ
う
。

だ
さ
い
．

　
こ
の
証
明
書
が
届
く
と
、

あ
な
た

の
家
庭
に
連
絡
し
て
家
族
の
方
か
ら

国
保
の
保
険
証
を
返
し
て
も
ら
い
喪

失
の
届
出
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
内
容
を
確
か
め
て
お
く

　
交
付
さ
れ
た
ら
、
被
保
険
者
の
氏

名
な
ど
に
間
違
い
な
い
か
ど
う
か
を

確
か
め
、
裏
面
の
注
意
事
項
を
よ
く

読
ん
で
お
き
ま
し
ょ
う
。

必
ず
手
元
に
保
管
す
る

　
お
医
者
さ
ん
の
診
療
が
す
ん
だ
ら
、

必
ず
手
元
に
保
管
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
預
け
っ
ぱ
な
し
は
紛
失
な

家族も社会保険にこんなときは必ず届出を

入れるのを忘れずに

　
社
会
保
険
に
加
入
さ
れ
ま
す
と
、

世
帯
主
や
扶
養
者
の
あ
る
方
は
、
そ

の
家
族
も
一
緒
に
被
扶
養
者
と
し
て

社
会
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

　
あ
な
た
の
保
険
証
の
ほ
か
に
、
家

族
の
方
に
「
遠
隔
地
被
保
険
者
証
」

の
交
付
を
受
け
家
族
の
方
に
送
っ
て

あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

社会保険に加入

　　しない方は
もう一枚の保険証

　
出
か
せ
ぎ
、
長
期
の
旅
行
な
ど
の

た
め
、
あ
る
い
は
修
学
の
た
め
、
他

の
市
町
村
に
住
む
と
い
う
よ
う
な
と

き
は
、
一
世
帯
に
一
枚
の
保
険
証
で

は
間
に
合
い
ま
せ
ん
。

　
こ
う
い
う
場
合
、
そ
の
被
保
険
者

の
た
め
、
国
保
で
も
特
に
も
う
一
枚

の
保
険
証
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
国
保
の
係
へ
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

雛麟

議
　
　
－
峯
■
　
　
海

　　　　　　　　　　　　　肇照 　　　　　　　・諺箏鯉纂1，業，軽彊．，叢講

職場等の健康保険をやめた
とき

印かん・職場の健康保険を

やめた証明書

転入してきたとき 印かん

　　　子供が生まれたとき
翼
．

印かん・母子手帳・保険証

　　　　生活保護をうけなくなった
躍　　　とき

印かん・保護廃止通知書

職場分健康保険にはいった
とき

印かん・両方の保険証（職

場の保険証が未交付のとき

は証明できるもの）

転出するとき 印かん・保険証

無■

　　馬

死亡したとき
印かん・保険証

死亡を証明するもの

生活保護をうけるようにな

ったとき

印かん・保険証

保護決定通知書

き．

騰1

市町村内で住所がかわった
とき

印かん・保険証

世帯主や氏名がかわったと

き
印かん・保険証

世帯をわけたりいっしょに

したとき
印かん・保険証

繋舜．

，i嫉

ミA落、

保険証をなくしたとき
印かん・本人てあることを

証明するもの

高額療養費の支給をうける
とき

印かん・保険祉・領収跨

ど
事
故
の
も
と
に
な
り
ま
す
。

　
資
格
が
な
く
な
っ
た
ら
返
す

　
他
市
町
村
へ
の
転
出
や
職
場
の
健

康
保
険
に
入
っ
た
と
き
は
、
た
だ
ち

に
保
険
証
を
係
に
返
し
て
く
だ
さ
い
。

書
き
か
え

　
保
険
証
に
記
入
さ
れ
て
い
る
有
効

期
間
が
す
ぎ
ま
す
と
、
そ
の
保
険
証

は
無
効
に
な
り
ま
す
。

　
新
し
い
保
険
証
は
、
古
い
も
の
と

ひ
き
か
え
に
お
渡
し
す
る
。

　
書
き
か
え
の
時
期
、
交
付
の
方
法

に
つ
い
て
は
、
そ
の
つ
ど
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

紛
失
や
破
っ
た
と
き

　
紛
失
し
た
り
、
破
っ
て
使
え
な
く

な
っ
た
と
き
は
す
ぐ
係
へ
届
け
を
出

し
て
再
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
場
合
、
元
の
保
険
証
が
残
っ
て

い
る
と
き
は
、
そ
れ
を
返
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

異
動
の
あ
っ
た
と
き

　
被
保
険
者
に
異
動
の
あ
っ
た
と
き
、

自
分
で
勝
手
に
書
き
直
す
と
、
そ
の

保
険
証
は
無
効
に
な
り
ま
す
。

　
必
ず
係
で
訂
正
し
て
も
ら
っ
て
く

だ
さ
い
。
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新しい制度でスタート

月から老人保健法58年2

い
ま
ま
で
無
料
で
あ
つ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
医
療
費
が
有
料
と
な
り
ま
す

　
老
人
保
健
法
が
成
立
し
、
来
年
の

二
月
か
ら
七
十
歳
以
上
（
寝
た
き
り

の
場
合
は
六
十
五
歳
以
上
）
の
お
と

し
よ
り
の
医
療
は
す
べ
て
新
し
い
制

度
の
下
に
運
営
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

　
現
在
の
被
保
険
者
・
扶
養
者
の

　
　
　
　
　
資
格
は
変
り
ま
せ
ん

　
老
人
保
健
制
度
か
ら
は
療
養
の
給

付
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
他
の
点

で
は
従
来
の
医
療
保
険
が
適
用
さ
れ

ま
す
。

　
現
在
の
被
保
険
者
、
被
扶
養
者
の

資
格
に
変
り
な
く
、
傷
病
手
当
金
や

葬
祭
費
等
の
現
金
給
付
は
医
療
保
険

か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

す老人の医療はこうなりま

ま
し
た
。

　
い
ま
ま
で
、
お
と
し
よ
り
は
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
、
国
民
健
康
保

険
制
度
の
下
に
医
療
を
う
け
て
い
た

わ
け
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
国
民
健

　
し
た
が
っ
て
保
険
料
も
従
来
通
り

納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
新
し
く
交
付
の

　
　
健
康
手
帳
で
受
診

　
こ
れ
ま
で
は
医
療
保
険
の
被
保
険

者
証
と
老
人
医
療
費
受
給
者
証
と
を

あ
わ
せ
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
、

新
し
く
交
付
さ
れ
る
健
康
手
帳
を
提

示
し
て
受
診
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

康
保
険
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
老
人
保

健
法
に
よ
っ
て
医
療
を
う
け
る
こ
と

に
な
る
わ
け
で
す
。

　
新
し
い
制
度
で
は
、
い
ま
ま
で
無

料
で
あ
っ
た
医
療
費
が
、
有
料
と
な

　
老
人
保
健
法
と
は

　
今
度
成
立
し
た
老
人
保
険
法
の
狙

い
と
主
な
内
容
は
次
の
よ
う
な
も
の

で
す
。

ω
　
お
と
し
よ
り
の
医
療
費
が
肥
大

　
化
を
つ
づ
け
、
お
と
し
よ
り
を
多

　
く
抱
え
る
国
保
が
深
刻
な
財
政
難

　
に
陥
っ
て
い
る
。

ω
　
お
と
し
よ
り
の
医
療
を
国
保
か

　
ら
切
り
離
し
て
別
建
て
に
し
、
医

　
療
に
つ
い
て
は
す
べ
て
老
人
保
健

り
ま
す
。

外
来
診
療
の
場
合

　
一
カ
月
　
四
〇
〇
円

入
院
の
場
合

　
一
日
　
三
〇
〇
円
（
ニ
カ
月
間
）

　
法
の
適
用
を
う
け
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
ま
た
、
お
と
し
よ
り
の
医
療
に

　
つ
い
て
、
健
康
保
険
組
合
な
ど
、

　
他
の
保
険
制
度
か
ら
、
一
定
割
合

　
の
拠
出
金
を
分
担
さ
せ
る
。

⑥
　
お
と
し
よ
り
の
医
療
費
無
料
制

　
度
を
廃
止
し
、
受
診
の
際
、
一
部

　
負
担
金
を
徴
収
す
る
。

㈲
　
四
十
歳
以
上
の
者
に
対
し
保
健

　
事
業
を
行
な
っ
て
、
若
い
と
き
か

　
ら
の
成
人
病
予
防
を
は
か
る
。
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出
稼
ぎ
で
社
会
保
険
に

　
　
加
入
し
た
ら
届
出
を
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
国
民
健
康

保
険

　
世
帯
主
は
、
自
分
の
世
帯
に
属
す
　
　
て
き
た
時
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
時
、

る
被
保
険
者
の
資
格
に
異
動
の
あ
っ
　
　
死
亡
し
た
時
）
は
、
必
ず
十
四
日
以

た
時
（
他
の
健
康
保
険
に
入
っ
た
時
、
　
内
に
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

や
め
た
時
、
転
出
し
た
時
、
転
入
し
　
　
ん
。

　
　
　
　
社
会
保
険
に
加
入
し
た
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
証
明
書
を
送
っ
て
く
だ
さ
い

　
出
稼
ぎ
で
社
会
保
険
に
加
入
す
る

人
は
、
出
か
け
る
前
に
役
場
か
ら
証

明
書
の
用
紙
を
も
ら
い
、
出
稼
先
の

会
社
か
ら
、
社
会
保
険
加
入
の
証
明

を
受
け
役
場
の
国
保
係
へ
送
っ
て
く

　
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
は
、

必
ず
保
険
証
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
保
険
証
な
し
で
診
療
を
受
け
る
と
、

医
療
費
は
全
額
自
分
で
負
担
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
保
険
証
は
、
被
保
険
者
で
あ
る
と

い
う
証
明
書
で
あ
り
、
同
時
に
、
お

医
者
さ
ん
の
診
療
を
受
け
る
と
き
の

受
診
券
の
役
目
を
果
た
す
も
の
で
す
。

大
切
に
と
り
扱
い
ま
し
ょ
う
。

だ
さ
い
．

　
こ
の
証
明
書
が
届
く
と
、

あ
な
た

の
家
庭
に
連
絡
し
て
家
族
の
方
か
ら

国
保
の
保
険
証
を
返
し
て
も
ら
い
喪

失
の
届
出
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
内
容
を
確
か
め
て
お
く

　
交
付
さ
れ
た
ら
、
被
保
険
者
の
氏

名
な
ど
に
間
違
い
な
い
か
ど
う
か
を

確
か
め
、
裏
面
の
注
意
事
項
を
よ
く

読
ん
で
お
き
ま
し
ょ
う
。

必
ず
手
元
に
保
管
す
る

　
お
医
者
さ
ん
の
診
療
が
す
ん
だ
ら
、

必
ず
手
元
に
保
管
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
預
け
っ
ぱ
な
し
は
紛
失
な

家族も社会保険にこんなときは必ず届出を

入れるのを忘れずに

　
社
会
保
険
に
加
入
さ
れ
ま
す
と
、

世
帯
主
や
扶
養
者
の
あ
る
方
は
、
そ

の
家
族
も
一
緒
に
被
扶
養
者
と
し
て

社
会
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

　
あ
な
た
の
保
険
証
の
ほ
か
に
、
家

族
の
方
に
「
遠
隔
地
被
保
険
者
証
」

の
交
付
を
受
け
家
族
の
方
に
送
っ
て

あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

社会保険に加入

　　しない方は
もう一枚の保険証

　
出
か
せ
ぎ
、
長
期
の
旅
行
な
ど
の

た
め
、
あ
る
い
は
修
学
の
た
め
、
他

の
市
町
村
に
住
む
と
い
う
よ
う
な
と

き
は
、
一
世
帯
に
一
枚
の
保
険
証
で

は
間
に
合
い
ま
せ
ん
。

　
こ
う
い
う
場
合
、
そ
の
被
保
険
者

の
た
め
、
国
保
で
も
特
に
も
う
一
枚

の
保
険
証
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
国
保
の
係
へ
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

雛麟
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峯
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海

　　　　　　　　　　　　　肇照 　　　　　　　・諺箏鯉纂1，業，軽彊．，叢講

職場等の健康保険をやめた
とき

印かん・職場の健康保険を

やめた証明書

転入してきたとき 印かん

　　　子供が生まれたとき
翼
．

印かん・母子手帳・保険証

　　　　生活保護をうけなくなった
躍　　　とき

印かん・保護廃止通知書

職場分健康保険にはいった
とき

印かん・両方の保険証（職

場の保険証が未交付のとき

は証明できるもの）

転出するとき 印かん・保険証

無■

　　馬

死亡したとき
印かん・保険証

死亡を証明するもの

生活保護をうけるようにな

ったとき

印かん・保険証

保護決定通知書

き．

騰1

市町村内で住所がかわった
とき

印かん・保険証

世帯主や氏名がかわったと

き
印かん・保険証

世帯をわけたりいっしょに

したとき
印かん・保険証

繋舜．

，i嫉

ミA落、

保険証をなくしたとき
印かん・本人てあることを

証明するもの

高額療養費の支給をうける
とき

印かん・保険祉・領収跨

ど
事
故
の
も
と
に
な
り
ま
す
。

　
資
格
が
な
く
な
っ
た
ら
返
す

　
他
市
町
村
へ
の
転
出
や
職
場
の
健

康
保
険
に
入
っ
た
と
き
は
、
た
だ
ち

に
保
険
証
を
係
に
返
し
て
く
だ
さ
い
。

書
き
か
え

　
保
険
証
に
記
入
さ
れ
て
い
る
有
効

期
間
が
す
ぎ
ま
す
と
、
そ
の
保
険
証

は
無
効
に
な
り
ま
す
。

　
新
し
い
保
険
証
は
、
古
い
も
の
と

ひ
き
か
え
に
お
渡
し
す
る
。

　
書
き
か
え
の
時
期
、
交
付
の
方
法

に
つ
い
て
は
、
そ
の
つ
ど
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

紛
失
や
破
っ
た
と
き

　
紛
失
し
た
り
、
破
っ
て
使
え
な
く

な
っ
た
と
き
は
す
ぐ
係
へ
届
け
を
出

し
て
再
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
場
合
、
元
の
保
険
証
が
残
っ
て

い
る
と
き
は
、
そ
れ
を
返
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

異
動
の
あ
っ
た
と
き

　
被
保
険
者
に
異
動
の
あ
っ
た
と
き
、

自
分
で
勝
手
に
書
き
直
す
と
、
そ
の

保
険
証
は
無
効
に
な
り
ま
す
。

　
必
ず
係
で
訂
正
し
て
も
ら
っ
て
く

だ
さ
い
。
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十
月
二
十
三
・
二
十
四
日
の
両
日

町
民
体
育
館
で
第
｝
回
東
頸
城
郡
美

術
展
が
芸
術
文
化
の
交
流
を
目
的
と

し
各
町
村
公
民
館
の
主
催
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　
作
品
は
予
想
以
上
仁
集
ま
り
（
書

道
一
一
六
点
・
絵
画
八
五
点
・
彫
塑

工
芸
三
二
点
・
写
真
九
六
点
）
美
術

に
対
す
る
皆
さ
ん
の
関
心
が
高
ま
っ

て
き
て
い
る
よ
ラ
で
す
。

」
ベ
ル
の
高
い
作
品
が
多
か
っ
た

の
で
審
査
に
熱
が
は
い
っ
た
、
ま
た

入
賞
作
品
は
中
央
の
美
術
展
で
も
上

位
に
位
置
す
る
”
と
各
審
査
員
と
も

高
い
評
価
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
町
か
ら
は
書
道
で
山
岸
氏
、

絵
画
で
猪
俣
氏
・
小
見
さ
ん
、
写
真

で
は
小
口
氏
の
四
人
が
奨
励
賞
に
輝

や
き
ま
し
た
。

329点の力作

松之山町から

奨励賞4人

書
道

　
竹
内
忠
雄

　
新
潟
大
学
名
誉
教
授

　
　
　
　
　
　
中
頸
城
郡
板
倉
町

　
全
体
的
に
み
ま
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

楽
し
く
、
真
剣
に
精
進
さ
れ
て
い
る

心
情
が
よ
く
酌
み
取
ら
れ
、
心
を
打

た
れ
ま
し
た
。

　
一
般
の
部
第
一
席
は
良
寛
の
詩
を

自
分
の
意
中
の
も
の
と
し
て
自
由
に

表
現
し
、
形
質
共
に
高
度
で
あ
り
、

充
分
鑑
賞
に
価
す
る
も
の
で
す
。

　
他
の
入
賞
各
点
も
そ
れ
ぞ
れ
個
性

の
溢
れ
る
書
風
で
、
内
容
と
よ
く
マ

ッ
チ
し
た
力
作
揃
い
で
し
た
。

　
高
校
の
部
は
な
か
な
か
見
事
で
す
。

筆
力
が
充
実
し
て
迫
力
が
あ
り
、
見

ご
た
え
の
あ
る
作
品
が
揃
っ
て
い
ま

す
。▽
郡
展
賞

「
良
寛
詩
」
西
潟
浩
平
（
松
代
町
）

▽
奨
励
賞

「
苔
劉
長
卿
」

　
　
　
　
山
岸
市
松
（
松
之
山
町
）

「
超
蝦
」
　
高
野
義
男
（
松
代
町
）

「
か
な
ま
じ
り
般
若
心
経
」

　
　
　
　
美
濃
和
あ
つ
（
松
代
町
）

絵
画

　
川
合
　
清

　
新
潟
大
学
名
誉
教
授

　
　
　
　
　
　
上
越
市
　
西
城
町

　
出
品
作
品
を
拝
見
し
て
、
最
初
に

感
じ
た
も
の
は
、
非
常
に
真
面
目
で

素
直
な
態
度
で
た
の
し
く
描
い
て
居

ら
れ
る
こ
と
で
し
た
．
ま
た
、
予
想

以
上
の
質
の
高
さ
に
敬
服
い
た
し
ま

し
た
。

　
絵
を
描
く
と
い
う
楽
し
さ
よ
ろ
こ

び
等
も
画
面
か
ら
感
じ
ら
れ
、
審
査

を
し
て
い
て
大
変
好
印
象
を
う
け
ま

し
た
。

　
郡
展
賞
の
「
夏
」
は
こ
の
感
動
が

作
家
の
感
覚
に
よ
っ
て
見
事
に
表
現

さ
れ
、
こ
だ
わ
り
の
な
い
自
由
な
表

現
で
自
然
の
さ
わ
や
か
さ
と
雰
囲
気

を
良
く
出
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

▽
郡
展
賞

「
夏
」
　
丸
山
辰
五
郎
（
安
塚
町
）

▽
奨
励
賞

「
源
流
」
松
苗
一
正
　
　
（
安
塚
町
）

「
静
物
菊
」
猪
俣
栄
二
（
松
之
山
町
）

「
我
家
」
小
見
美
晴
　
（
松
之
山
町
）

彫
塑
・
工
芸

　
　
　
　
　
・
．
鐵
騰
鼻
儲
欝
藤
、

　
横
尾
元
則

　
新
潟
県
美
術
家
連
盟
会
員

　
　
　
　
　
　
上
越
市
木
田

　
全
体
に
作
品
と
し
て
作
者
の
意
図

が
不
明
な
作
品
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
生
活
の
一
部
と
し

て
楽
し
く
作
ら
れ
て
い
る
様
子
が
見

ら
れ
、
ほ
ほ
え
ま
し
く
思
い
ま
す
。

　
土
地
柄
、
木
や
わ
ら
を
扱
っ
た
も

の
が
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
自
然
に

あ
る
形
を
利
用
す
る
だ
け
で
は
、
い

け
ま
せ
ん
し
、
ま
た
、
既
成
の
。
ハ
タ

ー
ン
に
従
っ
て
作
る
だ
け
で
も
い
け

ま
せ
ん
。

　
郡
展
賞
の
木
彫
は
比
較
的
し
っ
か

り
し
た
、
デ
ッ
サ
ン
で
全
身
を
ま
と

め
て
い
て
、
出
品
作
品
の
中
で
は
目

立
っ
て
い
ま
し
た
。

▽
郡
展
賞

「
K
嬢
」
金
子
虎
止
（
浦
川
原
村
）

▽
奨
励
賞

　
　
　
　
つ
る

「
あ
け
び
蔓
細
工
」

　
　
　
　
武
田
大
助
（
大
島
村
）

写
真

　
中
俣
正
義

　
日
本
写
真
家
協
会
会
員

　
　
　
　
　
新
潟
市
　
関
屋
松
波
町

　
全
体
を
通
じ
て
感
じ
た
こ
と
は
、

応
募
者
の
み
な
さ
ん
が
、
普
段
か
ら

「
美
し
い
も
の
を
見
つ
め
る
心
」
「
観

察
力
と
理
解
力
」
加
え
て
「
表
現
力
」

と
い
う
こ
と
に
充
分
心
を
く
ば
っ
て

お
ら
れ
る
こ
と
を
感
じ
た
。

　
風
景
、
ス
ナ
ッ
プ
、
ポ
ー
ト
レ
！

ト
、
組
写
真
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富

み
、
技
術
的
に
も
優
れ
た
も
の
が
多

か
っ
た
。

　
郡
展
賞
の
「
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
」

は
二
枚
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
優
れ

た
組
写
真
で
あ
る
。
上
の
一
枚
は
、

単
純
化
さ
れ
た
構
図
・
淡
い
海
の
色

彩
が
す
ば
ら
し
い
。

▽
郡
展
賞

「
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
」

　
大
坪
幸
信
　
　
　
（
浦
川
原
村
）

▽
奨
励
賞

「
畳
職
人
」
高
橋
多
一
郎
（
松
代
町
）

「
松
之
山
の
秋
」
小
口
成
一

　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
之
山
町
）

「
冬
原
」
大
滝
　
勉
（
浦
川
原
村
）
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芸術の秋

東頸城郡美術展第1回
〈
郡
展
賞
　
金
子
虎
止
「
K
嬢
」

〈
奨
励
賞

　
　
　
高
野
義
男
「
超
蝦
」

畷屡

鱗
ユ
畢
雁
趨
藍
鑛

瀦
〈
奨
励
賞

山　 ●吟

岸

碧P　l

　へ
　艦
蕃1

燕
懸
擢
雛
雅
躍
畿

く
郡
展
賞
　
西
潟
浩
平
「
良
寛
詩
」

　
　
．
擁
物
璽
い
楠
袖
表
騰
参
雍
篇

、
竃
’
爆
簿
庵
効
弘
φ
盈
驚
溢
購

鯉
罐
雛
、
．
辮
襲
鉛
湊
鷺
産
蜘

灘
熱
辮
遜
識
豫
弊
長
島
縁

灘
犠
灘
謙
、
鍛
黛
ダ
話
梶
癖
灘
擁

、
灘
・
鑛
灘
肇
織
鷹
難
騨
轍
霧
魂

〈
郡
展
賞
　
大
坪
幸
信
「
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
」

、．、澱

〈
郡
展
賞
　
丸
山
辰
五
郎
「
夏
」

騰
灘

N
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十
月
二
十
三
・
二
十
四
日
の
両
日

町
民
体
育
館
で
第
｝
回
東
頸
城
郡
美

術
展
が
芸
術
文
化
の
交
流
を
目
的
と

し
各
町
村
公
民
館
の
主
催
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　
作
品
は
予
想
以
上
仁
集
ま
り
（
書

道
一
一
六
点
・
絵
画
八
五
点
・
彫
塑

工
芸
三
二
点
・
写
真
九
六
点
）
美
術

に
対
す
る
皆
さ
ん
の
関
心
が
高
ま
っ

て
き
て
い
る
よ
ラ
で
す
。

」
ベ
ル
の
高
い
作
品
が
多
か
っ
た

の
で
審
査
に
熱
が
は
い
っ
た
、
ま
た

入
賞
作
品
は
中
央
の
美
術
展
で
も
上

位
に
位
置
す
る
”
と
各
審
査
員
と
も

高
い
評
価
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
町
か
ら
は
書
道
で
山
岸
氏
、

絵
画
で
猪
俣
氏
・
小
見
さ
ん
、
写
真

で
は
小
口
氏
の
四
人
が
奨
励
賞
に
輝

や
き
ま
し
た
。

329点の力作

松之山町から

奨励賞4人

書
道

　
竹
内
忠
雄

　
新
潟
大
学
名
誉
教
授

　
　
　
　
　
　
中
頸
城
郡
板
倉
町

　
全
体
的
に
み
ま
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

楽
し
く
、
真
剣
に
精
進
さ
れ
て
い
る

心
情
が
よ
く
酌
み
取
ら
れ
、
心
を
打

た
れ
ま
し
た
。

　
一
般
の
部
第
一
席
は
良
寛
の
詩
を

自
分
の
意
中
の
も
の
と
し
て
自
由
に

表
現
し
、
形
質
共
に
高
度
で
あ
り
、

充
分
鑑
賞
に
価
す
る
も
の
で
す
。

　
他
の
入
賞
各
点
も
そ
れ
ぞ
れ
個
性

の
溢
れ
る
書
風
で
、
内
容
と
よ
く
マ

ッ
チ
し
た
力
作
揃
い
で
し
た
。

　
高
校
の
部
は
な
か
な
か
見
事
で
す
。

筆
力
が
充
実
し
て
迫
力
が
あ
り
、
見

ご
た
え
の
あ
る
作
品
が
揃
っ
て
い
ま

す
。▽
郡
展
賞

「
良
寛
詩
」
西
潟
浩
平
（
松
代
町
）

▽
奨
励
賞

「
苔
劉
長
卿
」

　
　
　
　
山
岸
市
松
（
松
之
山
町
）

「
超
蝦
」
　
高
野
義
男
（
松
代
町
）

「
か
な
ま
じ
り
般
若
心
経
」

　
　
　
　
美
濃
和
あ
つ
（
松
代
町
）

絵
画

　
川
合
　
清

　
新
潟
大
学
名
誉
教
授

　
　
　
　
　
　
上
越
市
　
西
城
町

　
出
品
作
品
を
拝
見
し
て
、
最
初
に

感
じ
た
も
の
は
、
非
常
に
真
面
目
で

素
直
な
態
度
で
た
の
し
く
描
い
て
居

ら
れ
る
こ
と
で
し
た
．
ま
た
、
予
想

以
上
の
質
の
高
さ
に
敬
服
い
た
し
ま

し
た
。

　
絵
を
描
く
と
い
う
楽
し
さ
よ
ろ
こ

び
等
も
画
面
か
ら
感
じ
ら
れ
、
審
査

を
し
て
い
て
大
変
好
印
象
を
う
け
ま

し
た
。

　
郡
展
賞
の
「
夏
」
は
こ
の
感
動
が

作
家
の
感
覚
に
よ
っ
て
見
事
に
表
現

さ
れ
、
こ
だ
わ
り
の
な
い
自
由
な
表

現
で
自
然
の
さ
わ
や
か
さ
と
雰
囲
気

を
良
く
出
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

▽
郡
展
賞

「
夏
」
　
丸
山
辰
五
郎
（
安
塚
町
）

▽
奨
励
賞

「
源
流
」
松
苗
一
正
　
　
（
安
塚
町
）

「
静
物
菊
」
猪
俣
栄
二
（
松
之
山
町
）

「
我
家
」
小
見
美
晴
　
（
松
之
山
町
）

彫
塑
・
工
芸

　
　
　
　
　
・
．
鐵
騰
鼻
儲
欝
藤
、

　
横
尾
元
則

　
新
潟
県
美
術
家
連
盟
会
員

　
　
　
　
　
　
上
越
市
木
田

　
全
体
に
作
品
と
し
て
作
者
の
意
図

が
不
明
な
作
品
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
生
活
の
一
部
と
し

て
楽
し
く
作
ら
れ
て
い
る
様
子
が
見

ら
れ
、
ほ
ほ
え
ま
し
く
思
い
ま
す
。

　
土
地
柄
、
木
や
わ
ら
を
扱
っ
た
も

の
が
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
自
然
に

あ
る
形
を
利
用
す
る
だ
け
で
は
、
い

け
ま
せ
ん
し
、
ま
た
、
既
成
の
。
ハ
タ

ー
ン
に
従
っ
て
作
る
だ
け
で
も
い
け

ま
せ
ん
。

　
郡
展
賞
の
木
彫
は
比
較
的
し
っ
か

り
し
た
、
デ
ッ
サ
ン
で
全
身
を
ま
と

め
て
い
て
、
出
品
作
品
の
中
で
は
目

立
っ
て
い
ま
し
た
。

▽
郡
展
賞

「
K
嬢
」
金
子
虎
止
（
浦
川
原
村
）

▽
奨
励
賞

　
　
　
　
つ
る

「
あ
け
び
蔓
細
工
」

　
　
　
　
武
田
大
助
（
大
島
村
）

写
真

　
中
俣
正
義

　
日
本
写
真
家
協
会
会
員

　
　
　
　
　
新
潟
市
　
関
屋
松
波
町

　
全
体
を
通
じ
て
感
じ
た
こ
と
は
、

応
募
者
の
み
な
さ
ん
が
、
普
段
か
ら

「
美
し
い
も
の
を
見
つ
め
る
心
」
「
観

察
力
と
理
解
力
」
加
え
て
「
表
現
力
」

と
い
う
こ
と
に
充
分
心
を
く
ば
っ
て

お
ら
れ
る
こ
と
を
感
じ
た
。

　
風
景
、
ス
ナ
ッ
プ
、
ポ
ー
ト
レ
！

ト
、
組
写
真
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富

み
、
技
術
的
に
も
優
れ
た
も
の
が
多

か
っ
た
。

　
郡
展
賞
の
「
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
」

は
二
枚
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
優
れ

た
組
写
真
で
あ
る
。
上
の
一
枚
は
、

単
純
化
さ
れ
た
構
図
・
淡
い
海
の
色

彩
が
す
ば
ら
し
い
。

▽
郡
展
賞

「
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
」

　
大
坪
幸
信
　
　
　
（
浦
川
原
村
）

▽
奨
励
賞

「
畳
職
人
」
高
橋
多
一
郎
（
松
代
町
）

「
松
之
山
の
秋
」
小
口
成
一

　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
之
山
町
）

「
冬
原
」
大
滝
　
勉
（
浦
川
原
村
）
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芸術の秋

東頸城郡美術展第1回
〈
郡
展
賞
　
金
子
虎
止
「
K
嬢
」

〈
奨
励
賞

　
　
　
高
野
義
男
「
超
蝦
」

畷屡

鱗
ユ
畢
雁
趨
藍
鑛

瀦
〈
奨
励
賞

山　 ●吟

岸

碧P　l

　へ
　艦
蕃1

燕
懸
擢
雛
雅
躍
畿

く
郡
展
賞
　
西
潟
浩
平
「
良
寛
詩
」

　
　
．
擁
物
璽
い
楠
袖
表
騰
参
雍
篇

、
竃
’
爆
簿
庵
効
弘
φ
盈
驚
溢
購

鯉
罐
雛
、
．
辮
襲
鉛
湊
鷺
産
蜘

灘
熱
辮
遜
識
豫
弊
長
島
縁

灘
犠
灘
謙
、
鍛
黛
ダ
話
梶
癖
灘
擁

、
灘
・
鑛
灘
肇
織
鷹
難
騨
轍
霧
魂

〈
郡
展
賞
　
大
坪
幸
信
「
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
」

、．、澱

〈
郡
展
賞
　
丸
山
辰
五
郎
「
夏
」

騰
灘

N
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10月20日から11月19日の肋月

　
秋
の
深
ま
り
と
と
も
に
日
没
が
早

ま
り
、
天
候
も
不
順
と
な
る
こ
と
な

ど
か
ら
夕
暮
れ
時
の
視
認
性
が
悪
化

し
、
例
年
歩
行
者
、
自
転
車
利
用
者

な
ど
を
中
心
と
し
た
交
通
事
故
が
多

発
し
て
い
ま
す
。

　
県
警
察
な
ど
の
主
催
に
よ
り
十
月

二
十
日
か
ら
十
一
月
十
九
日
ま
で
の

一
カ
月
間
「
夕
暮
れ
時
の
交
通
安
全

運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
飲
酒
運
転
、
・
速
度
違
反
・

一
時
不
停
止
に
よ
る
死
亡
・
重
大
事

故
も
依
然
と
し
て
多
発
傾
向
の
た
め

「
交
通
三
悪
の
一
掃
運
動
」
も
合
せ

て
行
な
わ
れ
ま
す
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

夜
間
の
交
通
事
故

致
死
率
は
三
倍

　
夜
間
の
交
通
事
故
は
、
昼
間
に
比

べ
て
死
亡
に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
が
非

常
に
多
く
、
高
い
危
険
性
を
は
ら
ん

で
い
ま
す
．

　
交
通
事
故
件
数
を
見
る
と
、
昼
間

四
十
八
％
、
夜
間
五
十
二
％
と
ほ
ぼ

同
じ
割
合
で
す
が
、
こ
れ
を
致
死
率

で
見
る
と
、
昼
間
十
一
％
に
対
し
て

夜
間
は
三
十
三
％
と
三
倍
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
夜
の
長
く
な
る
冬
場
に

向
か
い
、
運
転
に
は
よ
り
一
層
の
注

意
が
必
要
で
す
。

　
特
に
夜
間
は
次
の
よ
う
な
特
徴
が

あ
り
ま
す
。

▽
視
界
が
極
め
て
悪
い
。

▽
昼
間
と
ス
ピ
ー
ド
感
覚
が
異
な
り

　
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
や
す
い
。

▽
飲
酒
運
転
、
過
労
運
転
や
居
眠
り

　
運
転
が
多
く
な
る
。

▽
歩
行
者
の
中
に
も
酔
っ
て
歩
く
人

　
が
多
く
な
る
。

薩
離
の
安
全
運
転

　
意
外
に
暗
い
タ
暮
れ
時

　
　
ラ
イ
ト
は
早
め
に
つ
け
よ
う

　
薄
暮
の
時
間
は
、
刻
々
と
．
ヤ
ミ
”

に
向
か
っ
て
時
を
刻
む
の
で
、
わ
た

し
た
ち
が
“
ま
だ
明
る
い
か
ら
”
と

感
じ
る
以
上
に
、
実
際
に
は
、
暗
い

場
合
が
多
い
の
で
す
。
ラ
イ
ト
は
早

め
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
視
覚
情
報
が
極
端
に
少
な
い

　
　
ス
ピ
ー
ド
は
控
え
め
に

　
夜
間
は
、
視
界
が
悪
く
な
り
、
バ

ッ
ク
ミ
ラ
ー
や
サ
イ
ド
ミ
ラ
ー
も
見

え
に
く
く
な
り
ま
す
。
運
転
に
必
要

な
視
覚
か
ら
の
情
報
量
が
、
昼
間
に

比
べ
て
極
端
に
少
な
く
な
り
、
速
度

感
覚
が
鈍
化
し
、
そ
の
結
果
ス
ピ
ー

ド
を
出
し
過
ぎ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
道
路
中
央
で
蒸
発
現
象

　
　
歩
行
者
の
横
断
に
注
意
を

　
自
分
の
車
と
対
向
車
の
ラ
イ
ト
が

交
錯
す
る
と
人
が
見
え
な
く
な
る
蒸

発
現
象
が
起
こ
り
ま
す
。
道
路
中
央

の
歩
行
者
が
一
時
的
に
見
え
な
く
な

り
、
次
の
瞬
間
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
歩

行
者
を
発
見
し
た
と
き
は
、
す
で
に

至
近
離
に
追
っ
て
お
り
、
人
身
事
故

に
つ
な
が
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

　
居
眠
り
運
転
防
止

　
眠
く
な
っ
た
ら
車
を
止
め
て
休
む

　
夜
間
の
運
転
に
つ
き
も
の
な
の
が

「
居
眠
り
運
転
」
で
す
、
眠
く
な
っ

た
ら
、
ま
ず
車
を
止
め
て
休
み
ま
し

よ
う
。
ま
だ
大
丈
夫
と
思
っ
て
も
、

．
睡
魔
”
は
あ
と
か
ら
襲
っ
て
き
ま

す
。
車
内
温
度
の
調
節
や
、
新
鮮
な

空
気
を
入
れ
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
見
通
し
の
悪
い
交
差
点
や

　
　
カ
ー
ブ
で
は
合
図
を

　
見
通
し
の
悪
い
交
差
点
や
カ
ー
ブ

の
手
前
で
は
、
ラ
イ
ト
を
点
滅
し
た

り
、
上
向
き
に
し
て
、
自
分
の
車
の

存
在
を
、
対
向
車
や
歩
行
者
な
ど
に

知
ら
せ
ま
し
よ
う
。
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シ
ル
バ
ー
ホ
ン
の
料
金
灘
苛

　
電
電
公
社
で
は
、
六
十
五
歳
以
上

の
ひ
と
り
暮
し
の
方
や
、
か
ら
だ
の

ご
不
自
由
な
方
が
、
ご
使
用
の
シ
ル

バ
ー
ホ
ン
「
あ
ん
し
ん
」
　
「
め
い
り

よ
う
」
　
「
ひ
び
き
」
　
「
フ
ラ
ッ
シ
ュ

ベ
ル
」
　
「
シ
ル
バ
ー
ベ
ル
」
の
使
用

料
を
昭
和
五
十
七
年
十
月
一
日
か
ら

値
下
げ
い
た
し
ま
し
た
。

　
該
当
の
方
は
昭
和
五
十
八
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
に
電
話
局
に
お
申
し

出
く
だ
さ
い
．

　
な
お
、
詳
細
は
窓
口
へ
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

オ
レ
ン
ジ
カ
ウ
ン
タ
ー
新
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
な
た
の
ご
意
見
を

　
電
報
電
話
局
で
は
、
　
「
私
た
ち
の

町
の
電
話
局
」
づ
く
り
の
た
め
、
皆

様
の
ご
意
見
、
ご
要
望
な
ど
を
お
聞

き
す
る
”
オ
レ
ン
ジ
・
カ
ウ
ン
タ
i
”

を
営
業
窓
口
に
設
け
ま
し
た
。

　
お
気
軽
に
お
申
し
つ
け
く
だ
さ
い
。

福祉用電話料金

新料金 （月額）

商　　口　　名口口 現行料金

福祉用 一般用

シルバーホン（あんしん） 1，700円 3，500円 3，500円

シルバーホン（めいりょう〉 100円 170円 170円

シルバーホン（ひびき〉 500円 一　一一 900円

フラッシュベル 100円 200円 200円

シルバーベル 100円 ｝　一　一 180円

シルバーベル（ふれあい） 500円 950円 新発売

健康つくりの食生活

野菜を食べよう

　健康な体を保つには、食事の栄養バランス

に気を配る必要があります。

　しかし、カロリーの取り過ぎによる肥満、

偏食のための貧血が問題になるなど、みんな

がみんな、栄養バランスのとれた食事をして

いるとは言えません。好きな食べ物は多く、

逆に、嫌いだとあまりハシをつけない、とい

うことになりがちです。

　毎回の食事で不足しやすいのは、野菜類で

はないでしようか。特にホウレンソウ、ニン

ジン、ピーマンなどの緑黄色野菜は、子供や

若い人たちには敬遠されることが多いようで

す。

　野菜は大きく「緑黄色野菜」と、ダイコン

やハクサイなどの「その他の野菜」とに分け

られますが、どちらにもわたしたちの体にな

くてはならない各種のビタミンやミネラル類

が豊富に含まれていまています。

　野菜に含まれるビタミン・ミネラルには次

のものがあります。

◇ビタミン類

　ビタミンA、Cは皮膚や粘膜の健康を保ち

毛細血管や軟骨などを強くします。

◇ミネラル類

　鉄、カルシウムは血をつくり、また、歯や

骨を強くします。

　ゴボウ、セロリなど繊維質の野菜には“通

じ、を良くする働きもあります。

　
新
潟
県
職
巣
訓
練
展

　
　
作
品
展
示
即
売
会

　
新
潟
県
下
の
職
業
訓
練
校
の
訓
練

生
が
製
作
し
た
実
習
作
品
等
を
展
示

し
、
職
業
訓
練
や
技
能
検
定
に
つ
い

て
広
く
皆
様
の
御
理
解
を
い
た
だ
く

た
め
、
作
品
展
示
即
売
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

◎
展
示

▽
十
一
月
十
三
日
（
土
）

　
午
前
十
時
よ
り
午
後
五
時
ま
で

▽
十
一
月
十
四
日
（
日
）

　
午
前
十
時
よ
り
午
後
三
時
ま
で

◎
即
売

▽
十
一
月
十
四
日
（
日
）

　
午
後
一
時
よ
り
午
後
三
時
ま
で

◎
会
場

　
上
越
市
大
字
大
豆
三
二
九
〇
1
一

　
県
立
上
越
高
等
職
業
訓
練
校

　
職
業
訓
練
生
募
集

　
　
県
立
上
越
高
等
職
業
訓
練
校

▽
機
械
科
　
　
二
〇
名
　
　
一
力
年

▽
木
工
科
　
　
．
一
〇
名
　
　
一
力
年

▽
建
築
科
　
　
一
〇
名
　
　
一
力
年

（
中
学
校
卒
以
上
三
十
歳
以
下
）

○
応
募
受
付

　
　
　
　
　
十
一
月
　
一
日
よ
り

　
　
　
　
　
十
一
月
十
五
日
ま
で

　
入
校
希
望
者
は
最
寄
り
の
公
共
職

業
安
定
所
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
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10月20日から11月19日の肋月

　
秋
の
深
ま
り
と
と
も
に
日
没
が
早

ま
り
、
天
候
も
不
順
と
な
る
こ
と
な

ど
か
ら
夕
暮
れ
時
の
視
認
性
が
悪
化

し
、
例
年
歩
行
者
、
自
転
車
利
用
者

な
ど
を
中
心
と
し
た
交
通
事
故
が
多

発
し
て
い
ま
す
。

　
県
警
察
な
ど
の
主
催
に
よ
り
十
月

二
十
日
か
ら
十
一
月
十
九
日
ま
で
の

一
カ
月
間
「
夕
暮
れ
時
の
交
通
安
全

運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
飲
酒
運
転
、
・
速
度
違
反
・

一
時
不
停
止
に
よ
る
死
亡
・
重
大
事

故
も
依
然
と
し
て
多
発
傾
向
の
た
め

「
交
通
三
悪
の
一
掃
運
動
」
も
合
せ

て
行
な
わ
れ
ま
す
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

夜
間
の
交
通
事
故

致
死
率
は
三
倍

　
夜
間
の
交
通
事
故
は
、
昼
間
に
比

べ
て
死
亡
に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
が
非

常
に
多
く
、
高
い
危
険
性
を
は
ら
ん

で
い
ま
す
．

　
交
通
事
故
件
数
を
見
る
と
、
昼
間

四
十
八
％
、
夜
間
五
十
二
％
と
ほ
ぼ

同
じ
割
合
で
す
が
、
こ
れ
を
致
死
率

で
見
る
と
、
昼
間
十
一
％
に
対
し
て

夜
間
は
三
十
三
％
と
三
倍
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
夜
の
長
く
な
る
冬
場
に

向
か
い
、
運
転
に
は
よ
り
一
層
の
注

意
が
必
要
で
す
。

　
特
に
夜
間
は
次
の
よ
う
な
特
徴
が

あ
り
ま
す
。

▽
視
界
が
極
め
て
悪
い
。

▽
昼
間
と
ス
ピ
ー
ド
感
覚
が
異
な
り

　
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
や
す
い
。

▽
飲
酒
運
転
、
過
労
運
転
や
居
眠
り

　
運
転
が
多
く
な
る
。

▽
歩
行
者
の
中
に
も
酔
っ
て
歩
く
人

　
が
多
く
な
る
。

薩
離
の
安
全
運
転

　
意
外
に
暗
い
タ
暮
れ
時

　
　
ラ
イ
ト
は
早
め
に
つ
け
よ
う

　
薄
暮
の
時
間
は
、
刻
々
と
．
ヤ
ミ
”

に
向
か
っ
て
時
を
刻
む
の
で
、
わ
た

し
た
ち
が
“
ま
だ
明
る
い
か
ら
”
と

感
じ
る
以
上
に
、
実
際
に
は
、
暗
い

場
合
が
多
い
の
で
す
。
ラ
イ
ト
は
早

め
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
視
覚
情
報
が
極
端
に
少
な
い

　
　
ス
ピ
ー
ド
は
控
え
め
に

　
夜
間
は
、
視
界
が
悪
く
な
り
、
バ

ッ
ク
ミ
ラ
ー
や
サ
イ
ド
ミ
ラ
ー
も
見

え
に
く
く
な
り
ま
す
。
運
転
に
必
要

な
視
覚
か
ら
の
情
報
量
が
、
昼
間
に

比
べ
て
極
端
に
少
な
く
な
り
、
速
度

感
覚
が
鈍
化
し
、
そ
の
結
果
ス
ピ
ー

ド
を
出
し
過
ぎ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
道
路
中
央
で
蒸
発
現
象

　
　
歩
行
者
の
横
断
に
注
意
を

　
自
分
の
車
と
対
向
車
の
ラ
イ
ト
が

交
錯
す
る
と
人
が
見
え
な
く
な
る
蒸

発
現
象
が
起
こ
り
ま
す
。
道
路
中
央

の
歩
行
者
が
一
時
的
に
見
え
な
く
な

り
、
次
の
瞬
間
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
歩

行
者
を
発
見
し
た
と
き
は
、
す
で
に

至
近
離
に
追
っ
て
お
り
、
人
身
事
故

に
つ
な
が
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

　
居
眠
り
運
転
防
止

　
眠
く
な
っ
た
ら
車
を
止
め
て
休
む

　
夜
間
の
運
転
に
つ
き
も
の
な
の
が

「
居
眠
り
運
転
」
で
す
、
眠
く
な
っ

た
ら
、
ま
ず
車
を
止
め
て
休
み
ま
し

よ
う
。
ま
だ
大
丈
夫
と
思
っ
て
も
、

．
睡
魔
”
は
あ
と
か
ら
襲
っ
て
き
ま

す
。
車
内
温
度
の
調
節
や
、
新
鮮
な

空
気
を
入
れ
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
見
通
し
の
悪
い
交
差
点
や

　
　
カ
ー
ブ
で
は
合
図
を

　
見
通
し
の
悪
い
交
差
点
や
カ
ー
ブ

の
手
前
で
は
、
ラ
イ
ト
を
点
滅
し
た

り
、
上
向
き
に
し
て
、
自
分
の
車
の

存
在
を
、
対
向
車
や
歩
行
者
な
ど
に

知
ら
せ
ま
し
よ
う
。
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シ
ル
バ
ー
ホ
ン
の
料
金
灘
苛

　
電
電
公
社
で
は
、
六
十
五
歳
以
上

の
ひ
と
り
暮
し
の
方
や
、
か
ら
だ
の

ご
不
自
由
な
方
が
、
ご
使
用
の
シ
ル

バ
ー
ホ
ン
「
あ
ん
し
ん
」
　
「
め
い
り

よ
う
」
　
「
ひ
び
き
」
　
「
フ
ラ
ッ
シ
ュ

ベ
ル
」
　
「
シ
ル
バ
ー
ベ
ル
」
の
使
用

料
を
昭
和
五
十
七
年
十
月
一
日
か
ら

値
下
げ
い
た
し
ま
し
た
。

　
該
当
の
方
は
昭
和
五
十
八
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
に
電
話
局
に
お
申
し

出
く
だ
さ
い
．

　
な
お
、
詳
細
は
窓
口
へ
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

オ
レ
ン
ジ
カ
ウ
ン
タ
ー
新
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
な
た
の
ご
意
見
を

　
電
報
電
話
局
で
は
、
　
「
私
た
ち
の

町
の
電
話
局
」
づ
く
り
の
た
め
、
皆

様
の
ご
意
見
、
ご
要
望
な
ど
を
お
聞

き
す
る
”
オ
レ
ン
ジ
・
カ
ウ
ン
タ
i
”

を
営
業
窓
口
に
設
け
ま
し
た
。

　
お
気
軽
に
お
申
し
つ
け
く
だ
さ
い
。

福祉用電話料金

新料金 （月額）

商　　口　　名口口 現行料金

福祉用 一般用

シルバーホン（あんしん） 1，700円 3，500円 3，500円

シルバーホン（めいりょう〉 100円 170円 170円

シルバーホン（ひびき〉 500円 一　一一 900円

フラッシュベル 100円 200円 200円

シルバーベル 100円 ｝　一　一 180円

シルバーベル（ふれあい） 500円 950円 新発売

健康つくりの食生活

野菜を食べよう

　健康な体を保つには、食事の栄養バランス

に気を配る必要があります。

　しかし、カロリーの取り過ぎによる肥満、

偏食のための貧血が問題になるなど、みんな

がみんな、栄養バランスのとれた食事をして

いるとは言えません。好きな食べ物は多く、

逆に、嫌いだとあまりハシをつけない、とい

うことになりがちです。

　毎回の食事で不足しやすいのは、野菜類で

はないでしようか。特にホウレンソウ、ニン

ジン、ピーマンなどの緑黄色野菜は、子供や

若い人たちには敬遠されることが多いようで

す。

　野菜は大きく「緑黄色野菜」と、ダイコン

やハクサイなどの「その他の野菜」とに分け

られますが、どちらにもわたしたちの体にな

くてはならない各種のビタミンやミネラル類

が豊富に含まれていまています。

　野菜に含まれるビタミン・ミネラルには次

のものがあります。

◇ビタミン類

　ビタミンA、Cは皮膚や粘膜の健康を保ち

毛細血管や軟骨などを強くします。

◇ミネラル類

　鉄、カルシウムは血をつくり、また、歯や

骨を強くします。

　ゴボウ、セロリなど繊維質の野菜には“通

じ、を良くする働きもあります。

　
新
潟
県
職
巣
訓
練
展

　
　
作
品
展
示
即
売
会

　
新
潟
県
下
の
職
業
訓
練
校
の
訓
練

生
が
製
作
し
た
実
習
作
品
等
を
展
示

し
、
職
業
訓
練
や
技
能
検
定
に
つ
い

て
広
く
皆
様
の
御
理
解
を
い
た
だ
く

た
め
、
作
品
展
示
即
売
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

◎
展
示

▽
十
一
月
十
三
日
（
土
）

　
午
前
十
時
よ
り
午
後
五
時
ま
で

▽
十
一
月
十
四
日
（
日
）

　
午
前
十
時
よ
り
午
後
三
時
ま
で

◎
即
売

▽
十
一
月
十
四
日
（
日
）

　
午
後
一
時
よ
り
午
後
三
時
ま
で

◎
会
場

　
上
越
市
大
字
大
豆
三
二
九
〇
1
一

　
県
立
上
越
高
等
職
業
訓
練
校

　
職
業
訓
練
生
募
集

　
　
県
立
上
越
高
等
職
業
訓
練
校

▽
機
械
科
　
　
二
〇
名
　
　
一
力
年

▽
木
工
科
　
　
．
一
〇
名
　
　
一
力
年

▽
建
築
科
　
　
一
〇
名
　
　
一
力
年

（
中
学
校
卒
以
上
三
十
歳
以
下
）

○
応
募
受
付

　
　
　
　
　
十
一
月
　
一
日
よ
り

　
　
　
　
　
十
一
月
十
五
日
ま
で

　
入
校
希
望
者
は
最
寄
り
の
公
共
職

業
安
定
所
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
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ブ
ラ
ジ
ル
に
日
本
人
が
移
住
し
て

約
八
十
年
に
な
り
ま
す
。
こ
の
人
達

の
二
世
、
三
世
の
皆
さ
ん
が
政
治
、

経
済
、
芸
術
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
は
今
日
本
ブ
ー
ム
で
日

本
語
を
習
う
人
達
が
多
く
な
り
、
熱

心
に
勉
強
し
て
い
ま
す
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
と
日
本
は
交
歓
親
善
使

節
団
な
ど
で
お
互
い
の
文
化
を
交
流

し
て
お
り
、
昨
年
は
村
山
町
長
も
松
之

山
小
学
校
児
童
の
作
品
を
持
っ
て
行

政
視
察
に
行
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
お
礼
と
し
て
こ
の
た
び
サ
ン
パ

ウ
ロ
の
ピ
ニ
エ
イ
ロ
ス
昭
和
学
院
児

童
の
作
品
（
図
画
二
十
一
点
毛
筆
十

三
点
作
文
七
点
）
が
届
き
、
松
之
山

小
学
校
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
「
お
と
う
さ
ん
の
お
ひ
げ
そ
り
」
山
下
ひ
ろ
ふ
み
（
6
歳
）
　
〈
「
サ
ー
カ
ス
風
景
」
　
吉
松
義
重
（
B
歳
）
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作

文

わ
た
し
と
、
に
つ
ぽ
ん
ご

ロ
ゼ
レ
ネ
ド
ス
・
サ
ッ
ト
ス
・
バ
チ
ス
タ
（
十
四
歳
）

　
わ
た
し
の
な
ま
え
は
、
ロ
ゼ
レ
ネ

ド
ス
・
サ
ッ
ト
ス
バ
チ
ス
タ
と
、
い

い
ま
す
が
、
せ
ん
せ
い
は
、
ロ
ゼ
レ

ネ
と
、
か
ん
た
ん
に
よ
び
ま
す
。

　
わ
た
し
は
、
こ
ん
ど
に
っ
ぽ
ん
ご

を
な
ら
い
は
じ
め
ま
し
た
。
ど
う
し

て
と
い
う
と
、
わ
た
し
は
に
っ
ぽ
ん

の
こ
と
を
、
た
く
さ
ん
に
し
り
た
い

と
お
も
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
に
っ
け
い
の
お
友
だ
ち

も
、
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　
に
っ
ぽ
ん
の
も
の
は
な
ん
で
も
よ

い
も
の
が
・
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
に

っ
ぽ
ん
の
ク
ラ
ツ
ラ
ー
ル
（
文
化
）

も
、
べ
ん
き
ょ
う
し
た
い
と
、
お
も
っ

て
い
ま
し
た
。

　
に
っ
け
い
の
人
た
ち
は
し
ん
せ
つ

で
、
し
ょ
う
じ
き
で
す
。

　
わ
た
し
は
、
に
っ
ぽ
ん
ご
を
し
つ

か
り
な
ら
っ
て
大
き
く
な
っ
た
ら
、

に
っ
ぽ
ん
へ
い
っ
て
み
た
い
と
、
お

も
い
ま
す
。

（
こ
の
子
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
と
黒
人

四
世
の
混
血
児
で
女
の
子
で
す
）

日
本
の
お
友
だ
ち
へ

　
日
本
の
お
友
だ
ち
の
皆
さ
ん
、
お

元
気
で
す
か
、
日
本
は
今
さ
む
い
で

す
か
、
あ
つ
い
で
す
か
。

　
ぼ
く
た
ち
の
ブ
ラ
ジ
ル
は
今
、
ち

ょ
っ
と
さ
む
い
の
で
す
。
も
う
す
ぐ

あ
つ
い
夏
に
な
り
ま
す
。

　
日
本
に
は
雪
が
ふ
る
そ
う
で
す
が
、

ぼ
く
は
ま
だ
雪
を
見
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
さ
く
ら
の
花
も
ブ
ラ
ジ
ル

で
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　
日
本
に
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
り
ま

す
か
、
し
ら
せ
て
下
さ
い
。
ぼ
く
た

ち
の
す
ん
で
い
る
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
は

大
き
な
町
で
す
。
大
き
な
店
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
、
た
く
さ
ん
の
人
も

す
ん
で
い
ま
す
。

　
い
な
か
に
行
く
と
、
や
さ
い
や
、

く
だ
も
の
が
、
た
く
さ
ん
、
う
え
て

あ
り
ま
す
。
で
も
コ
ー
ヒ
ー
の
木
は

　
　
　
　
　
小
林
年
男
（
九
歳
）

あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ぼ
く
の
家
は
ピ
ニ
テ
イ
ロ
ス
の
「
ル

ア
」
。
ハ
ス
コ
ア
ル
ビ
ア
ン
コ
四
十
七

ば
ん
で
す
．

　
か
ぞ
く
は
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ

ん
と
、
ぼ
く
と
弟
の
正
雄
と
お
じ
さ

ん
と
、
五
人
の
か
ぞ
く
で
、
お
父
さ

ん
は
、
フ
ァ
ル
マ
シ
ア
（
薬
局
）
の

し
翫
、
｝
と
を
し
て
、
と
て
も
い
そ
が
し

い
で
す
．

　
ぼ
く
と
弟
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
学
校
に

行
っ
て
い
ま
す
。
ぼ
く
は
今
三
年
生

を
や
っ
て
い
ま
す
、
弟
の
正
雄
は
幼

稚
え
ん
で
す
。
ぼ
く
の
年
は
九
歳
で

す
。
弟
は
六
歳
で
す
。

　
日
本
ご
学
校
は
昭
和
学
院
に
か
よ

っ
て
べ
ん
き
ょ
う
し
て
い
ま
す
。
と

て
も
よ
い
学
校
で
す
。

先
生
は
朝
川
先
生
と
言
い
ま
す
。

と
て
も
き
び
し
い
先
生
で
す
が
、
や

さ
し
く
よ
く
お
し
え
て
く
れ
ま
す
。

ぼ
く
の
学
校
の
先
生
は
、
こ
の
前
二

回
日
本
に
行
っ
て
来
て
、
日
本
の
お

話
を
き
か
し
て
く
れ
た
り
、
い
ろ
い

ろ
お
み
や
げ
を
持
っ
て
来
て
く
れ
ま

し
た
。
ぼ
く
の
学
校
か
ら
も
、
大
き

な
お
友
だ
ち
が
行
き
ま
し
た
。
ぼ
く

も
、
早
く
大
き
く
な
っ
て
日
本
へ
行

っ
て
見
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
日
本
の
お
友
だ
ち
の
み
な
さ
ん
、

お
元
気
で
、
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い

べ
ん
き
ょ
う
し
て
、
一
ど
ブ
ラ
ジ
ル

に
来
て
下
さ
い
。
ブ
ラ
ジ
ル
は
と
て

も
よ
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
へ
ん
じ
を
下
さ
い
。

　
ぼ
く
の
と
こ
ろ
は

　
弓
O
ω
頃
一
〇
噸
囚
O
ω
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＞
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悪
質
な
訪
問
販
売
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
意
し
ま
し
ょ
う

　
訪
問
販
売
を
め
ぐ
っ
て
多
く
の
ト

ラ
ブ
ル
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　
居
な
が
ら
に
し
て
商
品
の
購
入
が

で
き
る
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
十
分
な

説
明
を
受
け
ら
れ
る
、
と
い
う
本
来

の
長
所
は
ど
こ
へ
や
ら
、
明
ら
か
な

押
し
売
り
が
多
く
、
訪
問
販
売
の
ト

ラ
ブ
ル
の
件
数
も
年
々
増
加
し
て
い

ま
す
。

　
消
防
署
や
郵
便
局
な
ど
の
公
的
機

関
か
ら
の
訪
問
ら
し
く
よ
そ
お
い
、

商
品
を
売
り
つ
け
る
。
制
服
ら
し
い

も
の
を
着
て
い
る
の
で
、
だ
ま
さ
れ

た
と
い
う
苦
情
が
多
い
の
で
す
。

　
消
火
器

　
消
防
署
の
方
か
ら
消
火
器
の
点
検

に
き
ま
し
た

　
防
災
の
心
が
け
は
必
要
で
す
が
、

一
般
家
庭
で
必
ず
備
え
つ
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
法
的
な
義
務
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
表
札

　
郵
便
局
の
指
導
で
表
札
を
全
世
帯

に
取
り
つ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

　
家
族
全
員
の
名
前
を
標
示
し
て
お

く
こ
と
は
、
郵
便
物
配
達
上
か
ら
も

の
ぞ
ま
し
い
こ
と
で
す
が
、
強
制
さ

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
本
日
、
O
O
会
場
で
食
品
や
日
用

品
の
大
安
売
り
を
し
ま
す

　
日
用
品
や
食
料
品
の
安
売
り
あ
る

い
は
説
明
会
を
す
る
、
と
の
名
目
で

人
を
集
め
、
閉
め
き
っ
た
場
内
で
、

熱
狂
的
な
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
て
商

品
を
買
わ
せ
る
催
眠
商
法
。
巧
み
な

話
術
に
の
せ
ら
れ
、
気
が
つ
い
た
ら

高
額
商
品
の
購
入
を
し
て
い
た
と
い

う
も
の
。
ベ
ッ
ト
や
健
康
食
品
、
あ

ん
ま
器
、
羽
毛
布
団
等
が
あ
り
ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル
を

　
　
お
こ
さ
な
い
た
め
に

▽
そ
の
場
で
即
断
し
な
い
で
家
族
や

　
友
人
と
相
談
を
し
ま
し
ょ
う
。

▽
契
約
書
を
読
ま
ず
に
印
を
押
し
た

　
り
、
印
鑑
を
預
け
た
り
す
る
の
は
、

　
や
め
ま
し
よ
う
。

▽
そ
の
場
で
決
め
た
場
合
で
も
代
金

　
を
全
額
支
払
わ
な
い
よ
う
に
し
ま

　
し
よ
う
。

▽
販
売
業
者
の
氏
名
や
住
所
な
ど
身

　
分
証
明
書
の
提
示
を
求
め
ま
し
よ

う
。
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ブ
ラ
ジ
ル
に
日
本
人
が
移
住
し
て

約
八
十
年
に
な
り
ま
す
。
こ
の
人
達

の
二
世
、
三
世
の
皆
さ
ん
が
政
治
、

経
済
、
芸
術
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
は
今
日
本
ブ
ー
ム
で
日

本
語
を
習
う
人
達
が
多
く
な
り
、
熱

心
に
勉
強
し
て
い
ま
す
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
と
日
本
は
交
歓
親
善
使

節
団
な
ど
で
お
互
い
の
文
化
を
交
流

し
て
お
り
、
昨
年
は
村
山
町
長
も
松
之

山
小
学
校
児
童
の
作
品
を
持
っ
て
行

政
視
察
に
行
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
お
礼
と
し
て
こ
の
た
び
サ
ン
パ

ウ
ロ
の
ピ
ニ
エ
イ
ロ
ス
昭
和
学
院
児

童
の
作
品
（
図
画
二
十
一
点
毛
筆
十

三
点
作
文
七
点
）
が
届
き
、
松
之
山

小
学
校
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
「
お
と
う
さ
ん
の
お
ひ
げ
そ
り
」
山
下
ひ
ろ
ふ
み
（
6
歳
）
　
〈
「
サ
ー
カ
ス
風
景
」
　
吉
松
義
重
（
B
歳
）
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作

文

わ
た
し
と
、
に
つ
ぽ
ん
ご

ロ
ゼ
レ
ネ
ド
ス
・
サ
ッ
ト
ス
・
バ
チ
ス
タ
（
十
四
歳
）

　
わ
た
し
の
な
ま
え
は
、
ロ
ゼ
レ
ネ

ド
ス
・
サ
ッ
ト
ス
バ
チ
ス
タ
と
、
い

い
ま
す
が
、
せ
ん
せ
い
は
、
ロ
ゼ
レ

ネ
と
、
か
ん
た
ん
に
よ
び
ま
す
。

　
わ
た
し
は
、
こ
ん
ど
に
っ
ぽ
ん
ご

を
な
ら
い
は
じ
め
ま
し
た
。
ど
う
し

て
と
い
う
と
、
わ
た
し
は
に
っ
ぽ
ん

の
こ
と
を
、
た
く
さ
ん
に
し
り
た
い

と
お
も
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
に
っ
け
い
の
お
友
だ
ち

も
、
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　
に
っ
ぽ
ん
の
も
の
は
な
ん
で
も
よ

い
も
の
が
・
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
に

っ
ぽ
ん
の
ク
ラ
ツ
ラ
ー
ル
（
文
化
）

も
、
べ
ん
き
ょ
う
し
た
い
と
、
お
も
っ

て
い
ま
し
た
。

　
に
っ
け
い
の
人
た
ち
は
し
ん
せ
つ

で
、
し
ょ
う
じ
き
で
す
。

　
わ
た
し
は
、
に
っ
ぽ
ん
ご
を
し
つ

か
り
な
ら
っ
て
大
き
く
な
っ
た
ら
、

に
っ
ぽ
ん
へ
い
っ
て
み
た
い
と
、
お

も
い
ま
す
。

（
こ
の
子
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
と
黒
人

四
世
の
混
血
児
で
女
の
子
で
す
）

日
本
の
お
友
だ
ち
へ

　
日
本
の
お
友
だ
ち
の
皆
さ
ん
、
お

元
気
で
す
か
、
日
本
は
今
さ
む
い
で

す
か
、
あ
つ
い
で
す
か
。

　
ぼ
く
た
ち
の
ブ
ラ
ジ
ル
は
今
、
ち

ょ
っ
と
さ
む
い
の
で
す
。
も
う
す
ぐ

あ
つ
い
夏
に
な
り
ま
す
。

　
日
本
に
は
雪
が
ふ
る
そ
う
で
す
が
、

ぼ
く
は
ま
だ
雪
を
見
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
さ
く
ら
の
花
も
ブ
ラ
ジ
ル

で
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　
日
本
に
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
り
ま

す
か
、
し
ら
せ
て
下
さ
い
。
ぼ
く
た

ち
の
す
ん
で
い
る
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
は

大
き
な
町
で
す
。
大
き
な
店
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
、
た
く
さ
ん
の
人
も

す
ん
で
い
ま
す
。

　
い
な
か
に
行
く
と
、
や
さ
い
や
、

く
だ
も
の
が
、
た
く
さ
ん
、
う
え
て

あ
り
ま
す
。
で
も
コ
ー
ヒ
ー
の
木
は

　
　
　
　
　
小
林
年
男
（
九
歳
）

あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ぼ
く
の
家
は
ピ
ニ
テ
イ
ロ
ス
の
「
ル

ア
」
。
ハ
ス
コ
ア
ル
ビ
ア
ン
コ
四
十
七

ば
ん
で
す
．

　
か
ぞ
く
は
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ

ん
と
、
ぼ
く
と
弟
の
正
雄
と
お
じ
さ

ん
と
、
五
人
の
か
ぞ
く
で
、
お
父
さ

ん
は
、
フ
ァ
ル
マ
シ
ア
（
薬
局
）
の

し
翫
、
｝
と
を
し
て
、
と
て
も
い
そ
が
し

い
で
す
．

　
ぼ
く
と
弟
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
学
校
に

行
っ
て
い
ま
す
。
ぼ
く
は
今
三
年
生

を
や
っ
て
い
ま
す
、
弟
の
正
雄
は
幼

稚
え
ん
で
す
。
ぼ
く
の
年
は
九
歳
で

す
。
弟
は
六
歳
で
す
。

　
日
本
ご
学
校
は
昭
和
学
院
に
か
よ

っ
て
べ
ん
き
ょ
う
し
て
い
ま
す
。
と

て
も
よ
い
学
校
で
す
。

先
生
は
朝
川
先
生
と
言
い
ま
す
。

と
て
も
き
び
し
い
先
生
で
す
が
、
や

さ
し
く
よ
く
お
し
え
て
く
れ
ま
す
。

ぼ
く
の
学
校
の
先
生
は
、
こ
の
前
二

回
日
本
に
行
っ
て
来
て
、
日
本
の
お

話
を
き
か
し
て
く
れ
た
り
、
い
ろ
い

ろ
お
み
や
げ
を
持
っ
て
来
て
く
れ
ま

し
た
。
ぼ
く
の
学
校
か
ら
も
、
大
き

な
お
友
だ
ち
が
行
き
ま
し
た
。
ぼ
く

も
、
早
く
大
き
く
な
っ
て
日
本
へ
行

っ
て
見
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
日
本
の
お
友
だ
ち
の
み
な
さ
ん
、

お
元
気
で
、
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い

べ
ん
き
ょ
う
し
て
、
一
ど
ブ
ラ
ジ
ル

に
来
て
下
さ
い
。
ブ
ラ
ジ
ル
は
と
て

も
よ
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
へ
ん
じ
を
下
さ
い
。

　
ぼ
く
の
と
こ
ろ
は
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悪
質
な
訪
問
販
売
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
意
し
ま
し
ょ
う

　
訪
問
販
売
を
め
ぐ
っ
て
多
く
の
ト

ラ
ブ
ル
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　
居
な
が
ら
に
し
て
商
品
の
購
入
が

で
き
る
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
十
分
な

説
明
を
受
け
ら
れ
る
、
と
い
う
本
来

の
長
所
は
ど
こ
へ
や
ら
、
明
ら
か
な

押
し
売
り
が
多
く
、
訪
問
販
売
の
ト

ラ
ブ
ル
の
件
数
も
年
々
増
加
し
て
い

ま
す
。

　
消
防
署
や
郵
便
局
な
ど
の
公
的
機

関
か
ら
の
訪
問
ら
し
く
よ
そ
お
い
、

商
品
を
売
り
つ
け
る
。
制
服
ら
し
い

も
の
を
着
て
い
る
の
で
、
だ
ま
さ
れ

た
と
い
う
苦
情
が
多
い
の
で
す
。

　
消
火
器

　
消
防
署
の
方
か
ら
消
火
器
の
点
検

に
き
ま
し
た

　
防
災
の
心
が
け
は
必
要
で
す
が
、

一
般
家
庭
で
必
ず
備
え
つ
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
法
的
な
義
務
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
表
札

　
郵
便
局
の
指
導
で
表
札
を
全
世
帯

に
取
り
つ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

　
家
族
全
員
の
名
前
を
標
示
し
て
お

く
こ
と
は
、
郵
便
物
配
達
上
か
ら
も

の
ぞ
ま
し
い
こ
と
で
す
が
、
強
制
さ

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
本
日
、
O
O
会
場
で
食
品
や
日
用

品
の
大
安
売
り
を
し
ま
す

　
日
用
品
や
食
料
品
の
安
売
り
あ
る

い
は
説
明
会
を
す
る
、
と
の
名
目
で

人
を
集
め
、
閉
め
き
っ
た
場
内
で
、

熱
狂
的
な
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
て
商

品
を
買
わ
せ
る
催
眠
商
法
。
巧
み
な

話
術
に
の
せ
ら
れ
、
気
が
つ
い
た
ら

高
額
商
品
の
購
入
を
し
て
い
た
と
い

う
も
の
。
ベ
ッ
ト
や
健
康
食
品
、
あ

ん
ま
器
、
羽
毛
布
団
等
が
あ
り
ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル
を

　
　
お
こ
さ
な
い
た
め
に

▽
そ
の
場
で
即
断
し
な
い
で
家
族
や

　
友
人
と
相
談
を
し
ま
し
ょ
う
。

▽
契
約
書
を
読
ま
ず
に
印
を
押
し
た

　
り
、
印
鑑
を
預
け
た
り
す
る
の
は
、

　
や
め
ま
し
よ
う
。

▽
そ
の
場
で
決
め
た
場
合
で
も
代
金

　
を
全
額
支
払
わ
な
い
よ
う
に
し
ま

　
し
よ
う
。

▽
販
売
業
者
の
氏
名
や
住
所
な
ど
身

　
分
証
明
書
の
提
示
を
求
め
ま
し
よ

う
。
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第
一
回
松
之
山
町
駅
伝
大
会

秋
空
に
走
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
区
対
抗
で
熱
戦

　
第
一
回
松
之
山
町
駅
伝
大
会
が
十

月
十
日
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
た
”
体
育

の
日
”
に
地
区
対
抗
十
チ
ー
ム
が
出

場
、
町
内
を
一
周
す
る
コ
ー
ス
で
健

脚
を
競
い
ま
し
た
。

　
午
前
九
時
町
長
の
ピ
ス
ト
ル
で
中

立
山
を
十
人
の
選
手
が
一
斉
に
ス
タ

ー
ト
、
パ
ト
カ
ー
を
先
導
に
浦
田
～

三
省
～
松
之
山
～
布
川
～
松
里
地
区

を
ま
わ
る
十
九
区
間
三
六
・
六
キ
ロ

の
コ
ー
ス
を
走
り
十
二
時
四
十
分
町

民
体
育
館
前
に
松
里
A
チ
ー
ム
が
先

頭
で
ゴ
ー
ル
の
テ
ー
プ
を
切
り
ま
し

た
。　
小
学
生
か
ら
壮
年
ま
で
の
男
女
の

選
挙
編
成
で
地
区
対
抗
と
あ
っ
て
ど

の
地
区
で
も
熱
が
は
い
り
、
コ
ー
ス

の
沿
線
で
は
地
域
の
人
達
が
日
の
丸

の
小
旗
を
ふ
り
な
が
ら
大
き
な
声
で

応
援
し
て
い
ま
し
た
。
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賞間

駅伝大会

　　区
区　間 チーム名 氏　　　名 時　　間

1 浦　田A 早川　和之 6分お妙

2 三　省A 相沢　　亘 5分帥妙

3 浦　田A 小堺サッチ 2分18妙

4 松　里A 滝沢　克ク、 5分14妙

5 松　里A 高橋　忠則 6分53妙

6 浦　田A 倉重　政栄 11分07妙

7 浦　田A 南雲　克美 6分11妙

は 松　里A 高橋トモ子 8分55妙

9 布　川A 相沢　義和 6分25妙

1〔） 松之山A 村山　章子 3分32妙

11 布　川A 村山　幸夫 9分56妙

12 二　省A 相沢美代子 4分47妙

13 松之山A 村山　真男 4分43妙

14 松之山A 村山　知チ 3分53妙

15 三　省A 相沢　幸一 ll分53妙

16 布　川A 小野塚　茂 6分14妙

17 松之山A 山岸　繁雄 7分39妙

18 三　省A 相沢　桃代 6分31）妙

19 松之山A 山岸　貞雄 8分26妙

た
ば
こ
は
地
元
で
買
い
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
）
）
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作
業
停
電
に
や

こ

理
解
を
！

電
気
を
安
定
し
て

　
　
　
　
お
届
け
す
る
た
め
に

　
東
北
電
力
で
は
、
み
な
さ
ま
に
電

気
を
安
定
し
て
お
届
け
す
る
た
め
、

日
夜
最
大
の
努
力
を
続
け
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
、
自
然
災
害
に
よ
る
事

故
や
最
近
の
車
社
会
を
反
映
し
て
、

交
通
事
故
な
ど
に
よ
っ
て
お
こ
る
停

電
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
、
未
然

防
止
が
む
ず
か
し
い
だ
け
に
、
頭
の

い
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
事
故
に
よ
る
停
電
の

ほ
か
、
設
備
に
事
故
が
お
き
な
い
よ

う
に
、
点
検
や
補
修
作
業
、
道
路
工

事
で
電
柱
を
建
て
替
え
た
り
、
電
気

の
使
用
量
が
増
え
た
場
合
に
は
、
そ

れ
に
合
わ
せ
て
電
柱
、
電
線
、
変
圧

器
な
ど
の
設
備
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
工
事
は
、

作
業
員
の
安
全
確
保
な
ど
か
ら
、
ど

う
し
て
も
電
気
を
停
め
て
作
業
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
作
業
停
電
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ

て
は
、
最
新
の
技
術
と
機
動
力
を
使

っ
て
、
停
電
の
範
囲
や
時
間
が
極
力

少
な
く
な
る
よ
う
努
力
し
て
お
り
ま

す
。　
こ
の
よ
う
な
事
情
を
十
分
に
ご
理

解
い
た
だ
き
、
特
段
の
こ
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。



ー
O
Q
O
り
ー

【12】昭和57年11月5日”1川””川”1”II

第
一
回
松
之
山
町
駅
伝
大
会

秋
空
に
走
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
区
対
抗
で
熱
戦

　
第
一
回
松
之
山
町
駅
伝
大
会
が
十

月
十
日
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
た
”
体
育

の
日
”
に
地
区
対
抗
十
チ
ー
ム
が
出

場
、
町
内
を
一
周
す
る
コ
ー
ス
で
健

脚
を
競
い
ま
し
た
。

　
午
前
九
時
町
長
の
ピ
ス
ト
ル
で
中

立
山
を
十
人
の
選
手
が
一
斉
に
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4 松　里A 滝沢　克ク、 5分14妙

5 松　里A 高橋　忠則 6分53妙
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7 浦　田A 南雲　克美 6分11妙

は 松　里A 高橋トモ子 8分55妙

9 布　川A 相沢　義和 6分25妙
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15 三　省A 相沢　幸一 ll分53妙

16 布　川A 小野塚　茂 6分14妙

17 松之山A 山岸　繁雄 7分39妙

18 三　省A 相沢　桃代 6分31）妙

19 松之山A 山岸　貞雄 8分26妙

た
ば
こ
は
地
元
で
買
い
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
）
）
～
ー
ノ
ー
ー
ノ

申
9
　
　
＼
》
，
）

蓄
　
　
、

　　た醜消昔勧審
暮らしの中唯櫛加

＿（へ

［
・
～
ノ
　
　
野

｛
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作
業
停
電
に
や

こ

理
解
を
！

電
気
を
安
定
し
て

　
　
　
　
お
届
け
す
る
た
め
に

　
東
北
電
力
で
は
、
み
な
さ
ま
に
電

気
を
安
定
し
て
お
届
け
す
る
た
め
、

日
夜
最
大
の
努
力
を
続
け
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
、
自
然
災
害
に
よ
る
事

故
や
最
近
の
車
社
会
を
反
映
し
て
、

交
通
事
故
な
ど
に
よ
っ
て
お
こ
る
停

電
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
、
未
然

防
止
が
む
ず
か
し
い
だ
け
に
、
頭
の

い
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
事
故
に
よ
る
停
電
の

ほ
か
、
設
備
に
事
故
が
お
き
な
い
よ

う
に
、
点
検
や
補
修
作
業
、
道
路
工

事
で
電
柱
を
建
て
替
え
た
り
、
電
気

の
使
用
量
が
増
え
た
場
合
に
は
、
そ

れ
に
合
わ
せ
て
電
柱
、
電
線
、
変
圧

器
な
ど
の
設
備
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
工
事
は
、

作
業
員
の
安
全
確
保
な
ど
か
ら
、
ど

う
し
て
も
電
気
を
停
め
て
作
業
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
作
業
停
電
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ

て
は
、
最
新
の
技
術
と
機
動
力
を
使

っ
て
、
停
電
の
範
囲
や
時
間
が
極
力

少
な
く
な
る
よ
う
努
力
し
て
お
り
ま

す
。　
こ
の
よ
う
な
事
情
を
十
分
に
ご
理

解
い
た
だ
き
、
特
段
の
こ
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。



1
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り
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自然休養村センター11月16日

▽
日
　
時

　
十
一
月
十
六
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
九
時
よ
り

▽
場
　
所

　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

▽
持
参
す
る
も
の

　
免
許
証
・
写
真
一
枚

　
県
証
紙
　
二
、
O
O
O
円

　
会
費
等
　
　
、
五
七
〇
円

　
印
か
ん
（
特
例
の
該
当
者
）

▽
講
習
会

　
午
後
一
時
よ
り

　
過
去
三
年
間
無
事
故
・
無
違
反
で

あ
れ
ば
、
警
察
署
で
更
新
手
続
き
と

簡
単
な
講
習
（
資
料
と
写
真
を
見
る
）

だ
け
で
済
み
ま
す
。

　
た
だ
し
、
免
許
証
の
有
効
期
限
が

十
二
月
十
六
日
以
降
で
二
回
目
以
上

の
更
新
者
。

むし歯半減10力年運動を

成功させよう！

　
新
潟
県
で
は
、
県
内
の
乳
幼
児
、

小
、
中
学
校
児
童
生
徒
の
む
し
歯
を

五
十
六
年
を
基
準
と
し
十
年
間
で
半

減
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
い

ろ
い
ろ
な
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
町
で
も
歯
科
健
診
、

フ
ッ
素
洗
口
、
フ
ッ
素
塗
布
、
む
し

歯
予
防
教
室
等
の
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
各
事
業
と
も
、
役
場
、
保
育
園
、

学
校
を
通
じ
て
連
絡
が
あ
り
ま
す
の

で
、
積
極
的
に
参
加
し
て
子
供
の
む

し
歯
減
少
に
努
力
し
ま
し
ょ
う
。薙

豚
卿
剰

n
月
n
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
学
会
出
席

　
　
1
2
日
（
金
）

　
　
1
3
日
（
土
）
　
指
定
休
日

　
　
2
7
日
（
土
）
　
医
師
都
合

▽
毎
週
火
曜
日
は
湯
本
出
張
日

▽
木
曜
日
の
東
川
出
張
日
　
　
2
5
日

▽
木
曜
日
の
浦
田
出
張
日
　
　
4
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
8
日

昭和57年11月5日”1”川“”1”iIII

新幹線の開通を迎え

新しい観光パンフレット

　
上
越
新
幹
線
の
開
通
を
機
会
に
こ

の
ほ
ど
九
十
六
万
円
の
経
費
で
二
万

部
の
新
し
い
観
光
。
ハ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

つ
く
り
ま
し
た
。

　
新
幹
線
で
グ
ー
ン
と
ス
ピ
ー
ド
ア

ッ
プ
、
野
鳥
と
天
然
温
泉
の
里
松
之

山
温
泉
と
い
う
見
出
し
で
は
じ
ま
り
、

野
鳥
を
探
し
ま
し
ょ
う
、
隠
れ
キ
リ

シ
タ
ン
を
物
語
る
マ
リ
ア
像
を
訪
ね

て
み
ま
し
ょ
う
な
ど
と
魅
力
が
い
っ

ぱ
い
の
。
ハ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
す
。

　
ま
た
都
会
の
若
者
達
に
も
来
て
ほ

し
い
と
い
う
願
い
を
こ
め
．
ス
キ
ー
”

や
”
テ
ニ
ス
”
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
施
設

の
案
内
も
あ
り
ま
す
。

患
者
輸
送

■
三
省
地
区

　
1
0
日
、
1
7
日
、
2
4
日

日
松
口
地
区

　
5
日
、
1
9
日
、
2
6
日

■
東
川
地
区

▽
月
曜
日
の
松
之
山
診
療
所

　
－
日
、
1
5
日
、
2
9
日

▽
木
曜
日
の
東
川
出
張

　
2
5
日

■
浦
田
地
区

▽
月
曜
日
の
松
之
山
診
療
所

　
8
日
、
2
2
日

▽
木
曜
日
の
浦
田
出
張

　
4
日
、
8
日

　
　
　
　
1

戸
籍
の
明
暗
　
＋
月

□
う
ぶ
声

高
橋
真
弥
（
中
尾
・
正
史
の
長
女
）

山
嵯
祐
一
（
湯
本
・
康
平
の
長
男
）

相
沢
さ
や
か
（
小
谷
・
孝
文
の
長
女
）

小
野
塚
円
（
湯
本
・
修
の
四
女
）

目
お
く
や
み

石
塚
武
久
㈱
（
田
麦
立
・
大
下
）

布
施
仙
太
郎
⑳
（
黒
倉
・
中
道
）

小
野
塚
サ
ヨ
㈹
（
湯
山
・
下
）

□
新
婚
さ
ん

　
樋
口
　
　
勇
　
湯
本
　
つ
た
や

爺
　
高
坂
友
規
子
　
東
京
　
渋
谷
区

羅
雛

　　　　No．82

198212／5

底報

歳末たすけあい運動

　歳末たすけあい運動は、毎年10月1日から12月31日まで行われる、共同募金

運動の一環として、12月に限って行われています。

　善意による寄付金は、地域の生活に困っている方や、施設に入所している方

がたに、越冬資金や正月支度金、あるいは日用品として贈られています。

12月1日～25日

女2，503人　口発行　新潟県　松之山町　□編集　議会事務局男2，359人12月1日　人口4，862人


